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１．はじめに 

本報告は、2012 年の国際協同組合年を契機に、

拓殖大学石毛ゼミナールで始められた、協同組合

についての学習に関する実践報告である。このゼ

ミはもともと経営学、とりわけ企業における人材

活用を中心とした人的資源管理論について学ぶゼ

ミである。拓殖大学では大学生協は設立されてい

ないが、ゼミ担当教員が東京インターカレッジコ

ープの理事であることもあり、記念すべき年を契

機にゼミとして協同組合について学んでみようと

いう機運が高まり、学習を始めるに至った。これ

まで、ゼミの農協就職内定者を中心とする学習会、

「協同組合と人材育成」と題した講演会を実施、

さらに拓殖大学出身の協同組合・協同組織金融機

関職員を囲んだ学習会を予定している。これらの

取り組みは東京インターカレッジコープなどの協

同組合・協同組織金融機関の協力が欠かせなかっ

た。本報告では、こういった取り組みの内容やそ

の成果、今後の課題などについて報告する。 

 

２．協同組合についての学習会の実施 

 まず、「協同組合」という存在そのものに馴染み

のない私たちは、「協同組合」は何かを学ぶことか

ら始めた。2012年 11月にゼミ生が集まり、ゼミ

担当教員とゼミの農協就職内定者を講師に、協同

組合とは何かについての学習会を行った。 

 既に経営学についてある程度学んでいる学生で

あったことから、ある程度知識のある一般的な「株

式会社」と比較し、協同組合への理解を深めやす

くした。協同組合とは、個人あるいは事業主など

が共通する目的のために自主的に集まり、その事

業の利用を中心としながら、民主的な運営や管理

を行う、営利を目的としない組織であることを学

んだ。出資者は、協同組合が組合員、株式会社は

株主と呼称が異なり、根拠法や事業、運営参加者

においても違いがある。運営方法においては、持

ち株が多いほど議決権が強くなる株式会社とは異

なり、協同組合は出資の多少に関係なく、１人１

票制を採っている。この様に、多くの部分で協同

組合と株式会社は違うことがわかった。運営方法

などからみても明らかな通り、協同組合には、多

くの人がお金を出し合って組織を作り、連帯して

助け合う「相互扶助」の考えがあると理解した。 

 

３．「協同組合と人材育成」公開講演会の開催 

 次に、大学生協のない拓殖大学の学生をはじめ、

より多くの人に協同組合について知ってもらうた

めに、公開講演会を企画した。国際協同組合年関

係ですでに多くの行事があるなかで、石毛ゼミの

オリジナリティを出すため、ゼミのテーマである

「人材活用」に関する講演テーマとして「協同組

合と人材育成」と題して講演会を行うこととした。 

 講演会の主旨は、以下のようなものである。協

同組合における人材育成は、大きく分けて「役職

員」に対するものと、「組合員」に対するものに分

けることができる。前者は、一般の企業でも見ら

れるいわゆる教育訓練の活動である。後者には、

組合員同士で行う学習活動や、協同組合が事業と

して行う教育の活動がある。本講演会では、この

両者の例を紹介いただき、その意義や課題などに

ついて考えることとした。 

講師には、拓殖大学生が多く加入している東京

インターカレッジコープ店長の白石昌則氏と、拓

殖大学から多く就職している農協の中央組織であ

る全国農業協同組合連合会（全農）の燃料部ガス

課課長（前人事部人事課）竹之内啓氏にお願いし

た。また、拓殖大学商学部就職委員会、東京イン

ターカレッジコープ、日本キャリアデザイン学会
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からも後援をいただくことができた。講演会に先

立ち、石毛ゼミのメンバーが東京インターカレッ

ジコープと全農に伺い、講演会の主旨をお伝えし

たうえで講演内容についての打ち合わせを行った。 

 2012年 12月 4日、拓殖大学文京キャンパスで

講演会が開催された。120 名以上の聴衆（拓殖大

学生約110名、学外約10名）が集まった（司会は

石毛ゼミ 4 年の五頭直紀、開会挨拶は石毛ゼミ 4

年の橋本進一郎）。 

 

４．講演会の内容（１）全農 竹之内氏 

講演会では、はじめに全農の竹之内啓氏に、協

同組合および国際協同組合年の意義について、資

料をもとにお話しいただいた（参考文献

(1)(2)(3)）。そのうえで農協、とりわけ全農にお

いての人材育成方針について講演いただいた。 

まず、全農で育成される人材像について、以下

の４点が挙げられた。 

ア． JAグループで働く職員として、協同組合理

念を常に意識できる人材。 

イ． 生産者と消費者を結ぶ懸け橋機能を発揮す

るために、高い倫理観や責任感を持ち積極的にチ

ャレンジする精神と現状を変革できる人材。 

ウ． リーダーとして、事業の改革、事業機会の

開発を率先して実践し、的確に判断できる人材。 

エ． 自分の担当する業務に関して、農家・JAの

状況を踏まえ、エキスパートとして深い知識や専

門的な技術を持ち、先進的な仕事を遂行できる人

材。  

全農では、協同組合理念を意識することが筆頭

に挙げられ、これを踏まえて積極的に行動する人

材が求められていることが理解できた。 

次に、人材育成の基本体系について説明があっ

た。全農では「研修」「ＯＪＴ」「自己啓発」およ

び「異動とジョブローテーション」の制度により

体系を構成している。これらは「株式会社」の制

度とあまり変わらないが、必須講座の「農協法」、

あるいは「JA 研修」「全中・県中主催研修」があ

るなど、全農ならではの内容が多く含まれていた。 

さらに、全農においてとくに重視されている「能

力開発目標面談」と人材育成の基本体系との関係

について説明があり、目標による管理がしっかり

行われる中で職員が育ち、組合も発展していくと

いうことが理解できた。 

このように、全農という農協の中央組織の特性

が人材像や人材育成の体系の中に埋め込まれてい

ることが示された。竹之内氏は、人事部勤務の経

歴を持ち企業の面接官の経験もあることから、今

年の就活生に対しても、面接のノウハウなど士就

職活動において重要なことを教えて頂き、３年生

は特に真剣な表情で講演を聞いていた。 

 

５．講演会の内容（２）東京インターカレッジコ

ープ 白石氏  

次に講演いただいたのは東京インターカレッジ

コープの白石氏（「生協の白石さん」）である。同

氏からは、東京インターカレッジコープの意義と、

同組合で展開されている「大学生の学びと成長」

プログラム、さらに組合員とのふれ合いの中で職

員がどう成長していくかという内容で講演いただ

いた。まず、インターカレッジコープは、「生協の

ない学園に通う学生・院生・教職員のための大学

生協」である。都内だけでも130以上の学校には、

残念ながら生協がない。「自分の学校にも生協がほ

しい！」そうした声が大学生協に多数寄せられて

いる。こうした要望にこたえるため、1993年生協

のない学園(大学・専門学校)に通う学生・院生・

教職員のための大学生協として、東京インターカ

レッジコープが誕生した、というお話があった。 

次に、東京インターカレッジコープの「大学生

の学びと成長」プログラムについてのお話があっ

た。大学生協はもともと、組合員である学生・教

職員に学びの場や機会を提供することを重視した

場である。そして次第に、学生を対象としたキャ

リア形成支援という事業が展開されるようになり、

現在では事業の重要な柱となっている。全国大学

生活協同組合連合会「大学生協の 4つの使命」の

中に「学生の成長を育み、キャリア形成を支援す

る事業」の展開がうたわれている。そこで、拓殖

大学のような「生協のない大学」をサポートして

くれている東京インターカレッジコープは、キャ

リア形成支援事業として「大学生の学びと成長」

プログラムを行っている。この事業は、１年生～

４年生まで、その立場に合った「学びと成長」を

サポートするものである。学生の皆さんができる

だけ早期に具体的な夢を持ち、楽しく、充実した

学生生活を過ごすために、「学びと成長」プログラ

ムでサポートする、ということである。このプロ

ジェクトのコンセプトは“早期からＰＤＣＡサイ

クルを実践し、社会への準備を始めよう”であり、

社会人になるために必要な力をつけようとするも

のである。大学生協の「学びと成長」をはじめと
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するいろいろなプログラムは、これまでの「モノ」

の提案に加えた「コト」の提案である。学生が「コ

ト」に取り組むことによって、目的を達成する結

果を得ることに加え、達成するまでの過程で成長

することが、大学生協の願いということであった。 

最後に、白石氏がこれまでいくつかの大学生協

の職員として、学生とのふれあいを通じてどのよ

うに成長してきたかについてお話があった。大学

生協の職員は、学生から寄せられる多様な声を受

け止め、コミュニケーションを繰り返すことを通

じて成長していく。無理かな、と思った要望でも、

できる限り応えていく。応えられない場合でも、

誠実に対応する。一見生協とは関係ないような声

にも、きちんと答えていく。それが職員の成長に

つながっていくという。白石氏は、ご自分の学生

とのウイットに富んだやり取りを紹介され、その

中で生協としての取り組みをアピールし、学生の

学びと成長につながるようなアドバイスも行って

いることを話してくださった（一部は参考文献（4）

に挙げられている）。白石氏と学生のユニークなや

り取りの紹介に、会場は笑いに包まれていた。 

 

６．講演会を終えて  

こうして、２時間におよぶ講演会を大盛況のう

ちに終えることができた。石毛ゼミの学生はもち

ろん、聴講した拓殖大学生や学外の方にも、協同

組合の意義や、協同組合が組合員（である顧客）

と職員の両方の人材育成に深くかかわっているこ

とを理解いただけたと思っている。アンケートに

も、協同組合の活動の多様さへの驚きを示したも

のが多くあった。自分の就職先としての協同組合

の魅力を一層感じた学生も多くいたようであった。 

講演会は好評であったが、石毛ゼミ生の中には

まだ、協同組合を身近な存在として実感しきれな

いという思いが残った。やはり学内に生協がなく、

学校周辺にも協同組合の店舗がないことなどがそ

の原因ではないかと思われた。ゼミ内で議論を重

ね、拓殖大学出身で協同組合（ないし協同組織形

態をとる企業）に就職した若い先輩の話を聞くこ

とによって、協同組合をより身近に感じることが

できるのではないかという結論に達した。 

そこで、拓殖大学就職部の就職体験記から大学

生協に就職した方を探し、東京インターカレッジ

コープおよびその生協（東工大生協）の専務経由

で紹介いただき、講演をお願いした。また協同組

合・協同組織が強い存在感をもつ金融業界からの

お話も聞きたいということで、拓殖大学出身の職

員を多く輩出している朝日信用金庫にお願いし、

同金庫の若手職員（拓殖大学出身）を紹介いただ

き、講演をお願いした。今回は、アットホームな

雰囲気の中でじっくりお話を伺いたいということ

で、ゼミ内に限定しての講演会とした。 

年度が変わり、石毛ゼミにも新しいメンバー（新

３年生）が入ってきた。このため、改めて協同組

合についての学習会を行い、予備知識を得ること

とした。そのうえで、前年の講演会同様、東工大

生協には石毛ゼミのメンバーが、朝日信用金庫に

はゼミ担当教員が伺い、講演会の主旨をお伝えし

たうえで講演内容についての打ち合わせを行った。

今回はキャンパス内の生協の見学もでき、大学生

協のよさを感じたゼミメンバーも多かった。 

講演会は 2013年 6月 22日に行われることとな

っている（本稿執筆時点＝2013年 6月 10日の予

定）。この内容とそこから学んだことについては、

報告の中で紹介する予定である。 

 

７．おわりに  

今まで決して身近とはいえなかった協同組合に

ついて学ぶことにより、石毛ゼミでは協同組合の

存在意義や必要性が少しずつ理解できているよう

に思われる。例えば、店と客の間で単に売り買い

するのとは異なり、出資し、参加し、互いに学び

合うという関係ができているのは協同組合の大き

な意義であること、人材育成という観点からは、

協同組合の活動を通して、組合員（出資者にして

顧客でもある）も、職員も学び、成長していくこ

とができる、そしてそれが協同組合の理念にもか

なっていること などである。石毛ゼミでは、こ

ういった学習を通じて、次第に協同組合が身近に

感じられるようになっている。東京インターカレ

ッジコープの理事や監事に就任したゼミ生や、農

協や信用金庫を就職先として選ぶゼミ生も出てき

ている。これからも協同組合についての学びを続

けていきたいと思っている。  
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～ 講演会「協同組合と人材育成」～ 
 

１．目 的 

  

本年 2012 年は国連の定めた「国際協同組合年」になります。協同組合は、同じ思いを持つ

人々が公平に出資し、民主的に管理していく事業体であるとともに、組合員や役職員に対して

教育を行うことを重視している組織です。 

拓殖大学の石毛ゼミナールでは、企業をはじめとする事業体における「ひとの活用」「ひとの成

長」をテーマとして学習を積み重ねてきています。そこで、本年の国際協同組合年に鑑み、協同

組合における「ひとの成長」、すなわち人材育成のための諸活動はどのようなものかを学ぶ機会

として、この活動に従事してきた方のお話をお聞きすることとしました。そしてこれをより多くの

方に聞いていただくことにより、協同組合における人材育成活動についての理解を広く共有でき

る機会にしたいです。 

 

２．概 要 

 

（１）日 時  2012年 12月 4日（火）午後 4時 10分～6時 

（２）場 所  拓殖大学文京キャンパス C404教室 

（３）テーマ  講演会「協同組合と人材育成」（国際協同組合年記念）  

（４）主 催  拓殖大学石毛昭範ゼミナール 

（５）後 援  拓殖大学商学部就職委員会 

            東京インターカレッジコープ、日本キャリアデザイン学会 

（６）対象者  学生・教職員・一般 

（７）内 容 

              ・開会挨拶 拓殖大学 石毛ゼミナール学生 

              ・講 演   全国農業協同組合連合会 燃料部ガス課課長 「竹之内 啓」氏 

                     東京インターカレッジコープ 店長 「白石 昌則」氏  

・閉会挨拶  拓殖大学商学部准教授 石毛 昭範 

 

３．講演内容 

  

協同組合における人材育成は、大きく分けて「役職員」に対するものと、「組合員」に対するもの

に分けることができます。前者は、一般の企業でも見られるいわゆる教育訓練の活動です。後者

には、組合員同士で行う学習活動や、協同組合が事業として行う教育の活動があります。本講

演会では、前者の例として農協における活動を、後者の例として大学生協における例を紹介い

ただき、その意義や課題などについて考えたいと思います。 
 

図１ 講演会の掲示・チラシ 
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